
◇ 学 習 評 価

○ 学習評価・評定について
学習指導要領に示す目標に照らして、その実現状況をみるため「観点別学習状況」

を各教科の評価の基本とし、新しい学力観を十分に評価できるようにする。

１ 「観点別学習状況」について
各教科の「観点別学習状況」については、学習指導要領に示す各教科の目標に照ら

して、その実現の状況を観点ごとに評価し、Ａ・Ｂ・Ｃの記号により記入する。

Ａ・・・・・十分満足できる。

Ｂ・・・・・おおむね満足できる。

Ｃ・・・・・努力を要する。

Ａ～Ｃの規準を作成する。(各教科で作成する)

２ 通知表について
通知票は、前期・後期の終業式に発行する。

通知表の「観点別学習状況」の欄は、各期ともすべて「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」で評価し、」 」

記入する。学年末の欄は、前・後期の総合評価とする。

３ 評定について
評定の手順

単元の目標を確認する

↓

単元の評価基準を確認する

↓

指導と評価の計画を確認する

↓

評価規準と評価方法を確認する

↓

単元の観点別評価を総括する

↓

各期ごとに総括し、観点別評価に照らし合わせて評価を記入する

４ 「所見」について
各教科の学習について、総合的に見た場合の生徒の特徴及び留意すべき事項を記入

すること。その際、生徒の長所を取り上げることが基本となるように留意すること。

５ 「選択教科」の評定について
評定は 「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」で記入する。、 」 」

６ 「総合的な学習の時間」について
前期・後期に、それぞれ文章で評価を記入する。

観点については、

「関心・意欲・態度」

「理解・活用・表現」

「自己の生き方」 の３観点で評価する。




